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令和８年第４回議会定例会の開会にあたり、私の所信を申し述べます。 

 

新ひだか町誕生から２０年目の節目に当たる本年４月、新ひだか町を

本気で変えたいと願う多くの町民のみなさまからご支援をいただき、町

長に就任させていただきました。町民のみなさまの生命と財産を守ると

いうその職責の重さをかみしめ、全力で職務遂行に当たっていきたいと

考えております。 

 

（町政運営の基本姿勢） 

私は、町政運営に臨むにあたって、大切なのは町民のみなさまとの対

話、そして説明責任を果たすことだと考えております。政治の基本は有

権者の声を聞くこと。みなで意見を出し合い、みなで意見を聞き合う。

その姿勢を貫き、透明な町政を実現してまいります。 

以下、私の現状認識と基本政策について、具体的に申し述べます。 

 

（現状認識） 

わが国は今、大きな歴史的転換点に立っています。いくつもの難問が

山積する中で、最大の問題は、急速に進む人口減少、すなわち、「人口

減少社会」の到来です。 

わが国の近代的政治、経済、社会のシステムは、人口増加と経済成長

を前提につくられてきました。たとえば社会保障制度は、多くの若年労

働者が少数の高齢者を支えるピラミッド型の構造だったことから、深刻

な問題が発生することはありませんでした。教育や公共交通も然りです。  

私が入学した高静小学校では、１クラス４５人が６クラス、静内中学

校では、１クラス４５人が９クラスもありました。しかも、小学校も中
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学校も、他に何校もありました。 

ちなみに、高度経済成長期である１９６５年当時の旧静内町、三石町

を合わせた人口は３.５万人、現在の１.７５倍ですが、子どもの数は倍

以上だったのではないでしょうか。 

その頃、国鉄日高本線は、様似・札幌間を結ぶ急行「えりも」を、 

１日３往復体制で運行していました。当初の計画では、様似から襟裳岬

を回り、広尾まで延伸する構想があったそうです。その日高本線、もと

もとは木材を輸送するために敷設されました。町内には大きな木材工場

が３つもあり、まちの経済を支えていました。 

しかし、進学や就職に伴い、若年層を中心に人口は都市部に集中して

いきます。２０年前の合併時には２．７万人だった新ひだか町の人口も

２万人を割り込むところまで減少しました。 

今、人口減少が続く全国の自治体で、人口減少を前提とした行政機能

の再設計、「スマートシュリンク（賢い縮小）」を模索する動きが始ま

っています。この考え方は、昨年６月に閣議決定された「地方創生 

２．０基本構想」の中でも、こう記されています。「人口減少が進む

中、かつて人口増加期に作り上げられた経済社会システムを検証し、中

長期的に信頼される持続可能なシステムへと転換していくことが求めら

れている。今後、人口減少のペースが緩まるとしても、当面は人口・生

産年齢人口が減少するという事態を正面から受け止めた上で、人口規模

が縮小しても経済成長し、社会を機能させる適応策を講じ、そして地方

を元気にする。」このような現状認識に立って、新しいまちづくりにど

のように取り組んでいくかを、申し述べます。 
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（基本政策） 

私の基本的な考え方は、町を豊かにする経済政策で財源を確保し、

「人への投資」「未来への投資」「安心への投資」という３つの投資を

行なっていくというものです。この投資によって町はさらに豊かにな

り、さらなる投資ができる。そんな好循環をつくりだしていきたいと考

えます。 

 

（新ひだか未来会議） 

近年、地域における行政運営を、「地域経営」と呼ぶことが増えてい

ます。市町村がコスト意識、スピード意識、サービス精神など経営感覚

をもって地域をマネジメントする総合行政主体へと変革することが重要

だという趣旨です。 

私は、町内外で活躍されている町出身の経営者や民間エコノミストな

どをメンバーに加えた「新ひだか未来会議」を立ち上げ、町民のみなさ

まにも参加していただきながら、町を豊かにするためのまちづくり戦略

を構想していきたいと考えます。詳細については現在調整中ですが、こ

の夏にも、初会合を開く方針です。 

 

（町を豊かにする経済政策） 

政府の地域経済分析システムRESASを活用して、新ひだか町の経済構

造を分析すると、これは２０２２年のデータですが、第1次産業の生産

額は３５３億円、第２次産業が１５１億円、第３次産業が８３５億円と

なっております。一方で、国でいう貿易収支に相当する移輸出入収支額

は、第１次産業がプラス２７０億円、第２次産業がマイナス３７１億

円、第３次産業がマイナス２１２億円となっています。 



 

4 

 

これが意味するところは、第１次産業は町外から稼いでいるが、第２

次・第３次産業は、町外から稼ぐより町外に払っている額の方がはるか

に大きいということです。したがって、第１次産業をさらに稼げる産業

にするとともに、第２次・第３次産業をどうやって稼げる産業に転換し

ていくかが、町を豊かにする経済政策の基本戦略となります。 

そして第２次・第３次産業をもっと詳しくみていくと、移輸出入収支

額で大きなマイナスとなっている業種は、１位が食料品でマイナス 

１４６億円、２位が保健衛生・社会事業でマイナス５９億円、３位が情

報通信業でマイナス５４億円などとなっています。ここは、起業支援や

企業誘致を考える上でのヒントになります。 

いずれにしても、こうしたデータをもとに、町を豊かにするための経

済政策を構想していきたいと考えております。 

 

（「人への投資」「未来への投資」「安心への投資」） 

経団連（日本経済団体連合会）は先月、提言「科学技術立国戦略」を

発表しました。その中で基本的な考え方の第一として、従来の「コスト

カット型」から「投資牽引型経済」へと国全体のマインドセットを転換

し、研究開発、設備、人的資本への投資を拡大することを掲げています。  

私は、新しいまちづくりのための投資として、ここに3つの投資を提

示します。 

その第一が、「人への投資」です。 

第二が、「未来への投資」です。 

そして第三が、「安心への投資」です。 

以下、それぞれ具体的政策を申し述べます。 
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（「人への投資」の具体的政策） 

まちづくりの第一歩は人づくりです。「人への投資」の中で、教育、

子育て支援には特に力を入れたいと考えます。 

教育について、児童生徒に安全で快適な学習環境を提供するため、町

内のすべての小中学校にエアコンを設置します。近年の猛暑は命に関わ

る重大な問題であり、また小中学校は災害時の避難所ともなることか

ら、今議会で補正予算の審議をお願いし、速やかに事業化します。 

また、自由民主党、公明党及び日本維新の会が昨年合意したいわゆる

給食無償化の中学校への拡大について、町独自の取り組みとして実施し

ます。 

学習環境の整備と家庭の負担軽減に加えて、より重要なのは教育の質

の向上です。まずは厳しい教育現場の現状を直視し、教員不足の解消や

処遇改善に向けて関係機関等への働きかけを行い、すべての子どもたち

に質の高い教育を提供する体制をつくります。 

AI（人工知能）の波は、教育現場にも押し寄せています。文部科学省

が推し進める生成AIパイロット校事業に参加し、情報活用能力の向上に

取り組みます。 

子どもたちが学ぶ場は、教室だけではありません。教室の外に出て、

まちの自然や歴史、文化、産業などを学ぶ機会を増やすことも重要で

す。特に日本一の馬産地に生まれた子どもとして、軽種馬産業や馬事文

化に触れることは、かけがえのない資産となります。ライディングヒル

ズ静内を活用した乗馬振興事業や、「こども文化教室」のメニューの拡

充などにより、子どもたちに多くの体験機会を用意します。 

さらに、部活動の地域展開を推進するため、新ひだか町部活動地域展

開推進協議会での協議も踏まえて、子どもたちが生涯にわたってスポー
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ツ・文化芸術活動に親しむことができるような取り組みを行います。 

いじめや不登校に対するサポート体制も強化します。校内及び町教育

支援センター、スクールソーシャルワーカーによる相談支援の充実、さ

らには子どものみならず高齢者、障がいのある方、生活に困っている方

など、複雑・複合化した課題を抱える世帯等を包括的に支える重層的支

援体制整備事業をしっかり機能させ、社会的孤立を生み出さない地域共

生社会の実現に取り組みます。 

人口減少が進む中、子育て支援の拡充は、極めて重要です。妊産婦健

診への交通費助成の拡充をはじめ、子育て世帯に対する経済的負担のさ

らなる軽減、産前・産後の心身の負担に対するサポート体制の充実に取

り組みます。また、子育て世帯にやさしい施設設備の改善、子育て世帯

の交流促進、相談支援機能の充実など、子どもの健やかな成長を支援

し、子育てしやすいまちづくりを進めてまいります。 

さらに、病気になった子どもを保育する病児・病後児保育の実現に取

り組みます。病児・病後児保育は採算面で難しいとされていますが、他

自治体の事例も参考に、できるだけ早くトライアル（試行導入）を始め

たいと考えています。 

 

（「未来への投資」の具体的政策） 

「未来への投資」とは、未来への種まきです。すぐには芽が出ないか

もしれませんが、いつか芽が出て、大きく育ち、花を咲かせる。選挙で

選ばれる身としては、任期中に成果を出そうとして、近視眼的な考え方

に陥りやすいのですが、私はそのような思考に陥ることがないよう、自

戒しながら町政運営に臨む所存です。 

AI（人工知能）やIoT、ロボットなどの先端技術を活用したスマート
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農林水産業は、担い手不足や高齢化といった問題を解決する切り札とし

て期待されています。新ひだか町の基幹産業である第１次産業をさらに

伸ばすため、人材育成をはじめとして導入を図る事業者を強力に支援し

ます。 

新ひだか町の強みである第１次産業に対して、第２次・第３次産業は

伸び代がある分野であると言えます。 

ここについては、業種別にしっかり分析した上で、ある程度ターゲッ

トを定めて起業支援・企業誘致を図るという戦略が重要です。すでに実

施している創業・事業承継支援金をはじめとして、新観光資源発掘事業

や特産品開発推進事業も拡充してまいります。 

また、新ひだか町の宝とも言える二十間道路桜並木を後世に継承する

ため、適切に維持管理を行なっていきます。 

まちの歴史や文化を未来に継承していくことも、重要なテーマです。

アイヌ文化交流センターを活用したアイヌ文化の継承、博物館や図書館

の充実化など、魅力的なコンテンツ作りに取り組みます。 

JR日高本線廃線以降、地域公共交通はバス転換により維持されていま

すが、近年は運転手不足などにより厳しい状況に直面しています。人口

減少社会において地域公共交通をどのように維持していくのか、官民の

知恵を出していかなければなりません。一昨年から行なっているAIを活

用したデマンド交通「チョイソコしんひだか」実証実験を継続し、令和

９年度から本格運行をめざします。将来的には、自動運転システムをは

じめとする新たな交通技術の活用も模索したいと考えます。 

 

（「安心への投資」の具体的政策） 

高齢化社会が到来し、地域医療が限界に直面しています。北海道で
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は、室蘭や函館で公的医療機関をめぐって大きな動きがありました。新

ひだか町にも２つの町立病院がありますが、一般会計からの赤字補填に

頼る経営となっています。また、日高徳洲会病院が町外への移転を決

め、浦河赤十字病院では医療従事者不足により一部の診療を縮小するな

ど、町内外でさまざまな問題を抱えています。厚生労働省は、新たな地

域医療構想に関する検討を進めていますが、地域にとって真に必要な医

療を続けていくためには、近隣の自治体や医療機関などと連携しなが

ら、広域的な視点に立って熟慮していかねばなりません。 

喫緊の課題は、医師をはじめとする医療・介護・福祉人材の確保です。 

道内関係大学・専門学校などとの連携を進め、学生の研修・フィール

ドワークの受け入れを通じて、U・Iターンによる人材確保を図ってまい

ります。 

子どもや高齢者を事故・犯罪から守るための対策も進めます。子ども

の通学路を点検し、必要に応じて防犯灯の整備を進めます。「ことぶき

大学」における防災・防犯教室や「こども１１０番の家（ポニーの家）」

の活動を通じて、啓発活動、見回り活動の充実を図ります。 

昨年来、新ひだか町では、津波警報による避難指示が相次いで発令さ

れ、多くの町民が不安な時間を過ごしました。三石鳧舞地区津波緊急避

難施設整備事業はすでに議決いただいているところですが、静内地区で

の避難施設、さらには渋滞対策など、町民のご意見も伺いながら、地域

防災計画の見直しを図っていきます。 

今年もすでに、ヒグマが出没しております。ヒグマのみならずエゾシ

カ、アライグマも含めて、人的被害はもちろん、農林業被害を防ぐた

め、有害鳥獣駆除を進めていきます。特にヒグマについては、万一市街

地に出没した際には、緊急銃猟を行うこともありうるため、しっかりと
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体制を整備します。 

 

（終わりに） 

最後に申し上げたいのは、役場は行政サービスを提供するサービス業

であるということです。「お役所仕事」をする場所ではなく、町民のお

役に立てる場所。そのような役場にしていきたいと思います。そのため

には、無理な人員削減に走るのではなく、必要な人員は確保し、勉強会

や研修を通じてスキルアップを図ること、そして職員の努力が報われる

人事評価制度が重要です。当然のことながら、コンプライアンス（法令

遵守）やハラスメント対策の徹底にも取り組みます。そして、女性がさ

らに活躍できる体制にしていきます。 

その先頭に立って、新ひだか町に新しい風を入れていくことを、町民

のみなさまにお約束します。みなさまのご支援・ご協力を切にお願い申

し上げ、私の所信表明とします。 

 


